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学
校
関
係
の
災
害

に
対
す
る
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

市
内

の
小
中
学
校
に
お

い
て
、
地
震
等
の
災
害
時

や
事
件
、
事
故
等
に
お
け

る
安
全
確
保
の
た
め
に
、

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
そ
の
内
容
に
基

づ
き
避
難
訓
練
を
実
施
し

て
お
り
、
学
期
に
１
回
、

年
３
回
行
っ
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
及
び
自
主
防
災
組
織
を

中
心
と
し
た
、
学
校
防
災

連
絡
会
議
を
設
置
し
訓
練

等
を
実
施
し
て
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
状
況
を
勘
案
し
避

難
訓
練
や
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

防
災
問
題
に
つ
い
て

川那子秀雄 議員

相田一良 議員

等
の
見
直
し
を
図
り
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め

た
い
。

市
民
（
例
え
ば
高

齢
者
等
）
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
。

市
民
生
活
部
長　

国
が
定
め
る
災
害

対
策
基
本
法
や
、
上
位
計

画
等
の
改
定
を
受
け
、
平

成
25
年
３
月
に
市
の
大
綱

と
な
る
地
域
防
災
計
画
の

改
定
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
自
助
、
共
助
、
公
助

の
役
割
を
明
確
に
し
、
分

野
ご
と
に
災
害
対
策
に
関

す
る
業
務
の
大
綱
を
定
め

て
お
り
ま
す
。
土
砂
災
害

対
策
と
し
て
、
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、配
布
い
た
し
ま
し
て
、

啓
発
活
動
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
年
度
は
、

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
再
整
備
に
着
手
、
防

災
倉
庫
の
建
設
、
災
害
備

蓄
食
料
品
等
の
備
蓄
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

地
域
防
災
計
画
の

第
３
配
備
指
令
が
発
動
さ

れ
た
場
合
、
保
健
福
祉
部

職
員
が
民
生
委
員
や
区
長

と
連
携
し
速
や
か
に
安
否

確
認
及
び
、
避
難
勧
告
等

の
情
報
伝
達
を
行
い
、
平

成
24
年
10
月
に
立
ち
上
げ

た
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
協
力
者
と

も
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。

国
・
県
・
桜
川
市

で
も
生
涯
未
婚
率

が
上
昇
し
続
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
少
子
高
齢
化

に
拍
車
が
か
か
り
、
人
口

減
少
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
市
で
は
未
婚
者
に
対

す
る
今
後
の
方
針
と
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

市
長
公
室
長　

平

成
20
年
度
か
ら
、

い

ば

ら

き

出

会

い

サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
独
身
男
女
の
出
会
い

の
場
を
提
供
す
る
ふ
れ
あ

い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
平
成
22

年
度
か
ら
、
年
に
５
回
程

度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
市
の
担
当

者
に
相
談
の
件
数
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
、
結
婚
の
応
援

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

消
防
分
団
数
の
統
廃

合
、
出
動
手
当

桜
川
市
の
消
防
団

数
は
、
県
内
他
市

町
と
比
較
し
て
際
立
っ
て

多
い
。
消
防
ポ
ン
プ
車
同

様
に
多
い
消
防
分
団
を
統

廃
合
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ポ
ン
プ
車
の
台
数
削

減
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
、
女
性
分
団

を
含
め
37
分
団
の
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。
団
員
数

は
平
成
26
年
２
月
現
在
で

５
６
４
名
、
消
防
ポ
ン
プ

車
は
女
性
分
団
を
除
く
36

分
団
全
て
に
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

社
会
情
勢
も
変
化
し
て

お
り
、
今
後
は
消
防
団
幹

部
や
各
区
長
と
協
議
し
、

分
団
の
統
廃
合
や
ポ
ン
プ

車
台
数
の
削
減
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

消
防
分
団
員
の
出

動
手
当
の
増
額
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
民
生
活
部
長　

国
の
調
査
に
よ
る

と
実
際
の
支
給
額
は
、
全

国
平
均
で
団
員
報
酬
が
約

２
万
５
０
０
０
円
、
出
動

手
当
が
１
回
３
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
市

が
特
に
低
い
水
準
で
あ
る

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
消
防
地
域
・
防

災
力
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
は
一
考
の
余
地
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
た
め
、
市

の
財
政
力
を
考
慮
し
つ
つ

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

少子化対策（結婚）

について

防
災
用
備
蓄
倉
庫

　
　（
岩
瀬
庁
舎
）

昨
日
議
員
に
示
さ

れ
た
、
筑
西
市
と

の
合
意
内
容
を
再
度
確
認

し
た
い
。市

長
公
室
長　

① 

県
西
総
合
病
院
の

存
続
を
認
め
る
。
②
新
中

核
病
院
は
筑
西
市
で
、
県

西
総
合
病
院
は
桜
川
市
で

整
備
・
運
営
す
る
。
③
県

西
総
合
病
院
の
医
師
確
保

は
桜
川
市
が
行
う
。
④
交

付
金
の
13
億
円
は
新
中
核

病
院
に
し
か
使
え
な
い
。

⑤
病
床
数
は
、
県
西
総
合

病
院
か
ら
１
２
７
床
を
移

動
し
て
中
核
病
院
を
３
０

０
床
規
模
と
し
、
県
西
総

合
病
院
は
１
２
７
床
を
減

じ
た
１
７
２
床
と
す
る
。

以
上
で
す
。

病
院
問
題
に
つ
い
て

榎戸和也 議員

13
億
円
は
、
本
来

こ
の
地
域
の
医
療

再
生
の
た
め
の
資
金
で
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
筑
西
市

だ
け
が
使
う
の
は
お
か
し

い
。
こ
う
な
っ
て
い
る
理

由
の
１
つ
は
県
の
姿
勢
に

あ
る
。
県
は
、
両
市
の
県

西
総
合
病
院
を
な
く
す
と

い
う
合
意
に
基
づ
い
て
長

年
協
議
を
重
ね
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
に

な
っ
て
県
西
総
合
病
院
を

残
し
た
い
と
い
う
の
は
桜

川
市
の
わ
が
ま
ま
だ
と
い

う
認
識
で
あ
る
。し
か
し
、

県
が
県
西
総
合
病
院
を
な

く
す
合
意
を
確
認
し
た
と

す
る
「
あ
り
方
検
討
会
議

（
通
称
）」
は
、
平
成
21
年

の
７
月
と
８
月
の
わ
ず
か

２
回
し
か
開
か
れ
て
い
な

い
。
こ
の
重
要
な
会
議
に

出
席
し
た
の
は
、
桜
川
市

側
か
ら
は
副
市
長
と
住
民

代
表
２
人
で
あ
る
。
住
民

代
表
は
誰
か
。

市
長
公
室
長　

個

人
名
に
つ
い
て
は

答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

区
政
に
つ
い
て

そ
の
後
の
経
緯
を

見
る
と
、
市
民
代

表
は
当
時
の
区
長
会
代
表

だ
と
思
わ
れ
る
。そ
し
て
、

こ
の
会
議
に
は
議
会
の
代

表
は
出
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
に
議
員
数
が
減
る

中
、
区
長
の
役
割
は
大
き

く
な
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、

区
長
の
身
分
と
区
長
報
酬

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

区
長

は
非
常
勤
特
別
職

で
あ
り
、
地
方
公
務
員
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

報
酬
は
年
額
、
全
員
一
律

の
７
万
円
に
加
え
、
担
当

区
戸
数
×
８
０
０
円
で
す
。

区
の
民
主
的
な
運

営
実
現
の
た
め
、

規
約
の
な
い
区
に
規
約
等

の
制
定
を
働
き
か
け
る
べ

き
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

総
務
部
長　

新
任

の
区
長
に
は
「
自

治
活
動
の
手
引
」
を
配
付

し
、
規
約
等
を
つ
く
る
場

合
の
一
般
的
な
事
項
を
示

し
て
い
ま
す
。

　常陸太田市議会において、議会だより編集・

議会映像配信について研修を行いました。

　常陸太田市議会では、議会だよりの編集につ

いて、親しめる紙面づくりとともに公正かつ客

観的な記事の作成を心がけており、住民

に関心の高い内容を重点的に取り上げて

発行しています。

　起立採決のあった議案については、議

員個人の賛否状況を一覧にして賛成者・

反対者の掲載をしていました。

　また、議会映像配信については情報公

開を進め、広く市民サービスの向上を図

るために、平成 22 年３月定例会からライ

ブ中継や録画の本会議インターネット配

信を実施しています。

　本委員会は、視察研修により知識の見聞を広

げるとともに、市民から親しまれる議会だより

を発行できるよう努めていきます。

常陸太田市議会議場

視 察 日：２月 18日（火）　　　視察場所：常陸太田市議会

議会だより編集・議会映像配信を視察・研修


